
一般会計  歳出
132億7,040万円

令和２年度（決算）恩納村財政状況

　村民のみなさまから納めていただいた税金や地方交付税、国・県からの補助金が令和2年度中にどのように入っ
てきたか、どのように使ったかを知っていただくため、条例に基づいて毎年5月と11月に財政状況を公表します。
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区　　分 決算年度末残高 前年度比

一 般
会 計

財政調整基金

減債基金

その他特定目的基金

国 保
国民健康保険基金 -

高額療養貸付基金

下水道
水洗便所改造資金貸付基金

農業集落排水施設管理基金

万円

15億 6,870 万円

4億 8,404

24 億 3,865 万円

0円

300万円

60万円

2,403 万円

85.8%

100.1%

98.2%

0%

0%

110.4%

基金運用状況（R2年 4月～ R3年 5月）

指標名 本村の比率 早期健全化基準
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実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

赤字なし

赤字なし

4.8%

赤字なし

資金不足なし

15%

20%

25%

350%

20%

一般会計等の赤字の割合

全会計の赤字の割合

年間の借入金返済額の割合

将来に負担が見込まれる負債の割合
公営企業の資金不足額の事業規
模に対する割合

健全化判断比率と資金不足比率

区　分 予算額 収入済額 支出済額
一般会計
国民健康保険

後期高齢者医療
下水道事業

水道事業(収益的)
水道事業(資本的)

区　　分 歳 入 額 前年度比 歳 出 額 前年度比

国民健康保険

後期高齢者医療

下 水 道 事 業

水 道 事 業

16億 1,039 万円

1億 1,026 万円

7億 8,886 万円

9億 43万円

101.5%

102.3%

116.0%

89.2%

15億 8,842 万円

1億 980万円

7億 4,506 万円

10億 6,243 万円

102.4%

102.1%

113.9%

102.6%

特別会計・公営企業会計決算の状況

村民 1人当たりの税負担額と使われ方

区　分 前年度末残高 本年度末残高 前年度比
一 般 会
下水道事業
水 道 事 業

53億 2,391万円

7億 9,587万円

5億 3,687万円

52億 8,364万円

8億 3,323万円

6億 2,533万円

99.2%
104.7%
116.5%

92億 7,150万円

15億 4,608万円

1億 1,190万円
9億 1,477万円

6億 9,372万円

7億 8,282万円

50億 2,143万円

5億 6,588万円

5,018万円
2億 8,199万円

1億 9,369万円

0万円

36億 2,350万円
6億 8,496万円
3,845万円

3億  720万円
1億 8,530万円
1億 9,605万円

村債の状況

一般会計  歳入
138億6,061万円

令和２年度に行った主な事業（金額はＲ２年度決算額）

本村では、５つの基本目標に沿った事業を実施しています。
令和２年度に行った主な事業を紹介します。
●教育・文化（歴史と文化が薫り英知を育む村） 
　・公立学校情報機器購入事業 1 億 561 万円
　・学校給食業務（緊急的子育て支援含む） 5,302 万円 
　・山田城跡公有化事業 3,540 万円
●保健・医療・福祉（皆が安心して暮らせる健康の村） 
　・障害者自立支援給付事業 3 億 3,167 万円
　・子育て世帯に対する支援（児童手当） 2 億 427 万円
　・介護予防・日常生活支援総合事業 3,259 万円 
●産業・経済（人々が集い活力ある豊かな村）  
　・万座毛周辺活性化施設整備事業 8 億 4,589 万円
　・恩納漁港整備事業 2 億 4,878 万円
　・園芸産地機械整備事業 4,373 万円
　・恩納村沿岸海域環境保全事業 3,509 万円
●生活環境（美しい自然と共生する潤いのある村） 
　・浸出水処理施設工事 8 億 1,289 万円
　・安富祖ダム整備事業 12 億 8,640 万円
　・勢高排水路整備事業 1 億 6,522 万円
　・村道勢高 2号線整備事業 1 億 282 万円 
　・農業集落排水事業（恩納第 2地区） 1 億 7,272 万円
●自治体運営（村民が参加し協働して築く村）
　・恩納村特別定額給付金事業 11 億 1,666 万円
　・あしびなー施設新設事業 9,721 万円
　・恩納村ふるさとづくり応援寄付金活用事業 1 億 9,060 万円
 　 （※Ｒ２年度は全国から 4億 6,987 万円の寄付金がありました。）

●1人当たり村税負担額
15万 9,104 円

●年間に使われたお金
1人当たり=120万 941円

●保育園児に使われるお金
1人当たり=44万 8,425 円

●ごみ処理に使われるお金
1人当たり=105万 864円
（※浸水処理施設整備費）●小学生に使われるお金

1人当たり=23万 9,936 円 ●1人当たり医療費
25万 3,635 円 ●中学生に使われるお金

1人当たり=20万 6,329 円
※人口は 11,050 人（R3.1.1 現在）、小学生は 642人、中学生は 302人
（R2.5.1 現在）、保育園児は 287人（R2.4.1 現在）で算出しています。

令和３年度上半期（4月～ 9月末）の財政状況

令和２年度恩納村一般会計と特別会計、企業会計が 9月定例議会で承認されました。

●令和２年度決算の概要
　令和２年度の一般会計と特別会計、公営企業会計を合わせた決算額は、歳
入が 172 億 7,056 万円、歳出が 167 億 7,610 万円で、歳入歳出差引額は
４億 9,445 万円となりました。
●一般会計の状況
　一般会計の歳入は 138 億 6,061 万円、歳出は 132 億 7,040 万円で、R２
年度への繰越額を差し引いた実質収支額は 3 億 1,284 万円となりました。
歳入では、地方消費税交付金や地方交付税、国庫支出金や繰入金が増となり、
県支出金、村債が減となりました。歳出においては、物件費や補助費等、積
立金が増となり、維持修繕費や普通建設事業費が減となりました。
●今後の見通し
　新型コロナウイルス感染症対策や公共施設等の更新、社会福祉等の経費に
ついて増加が見込まれるため、公共施設の効率的な運用等により経常経費の
抑制及び新たな財源の創出を進め、村民サービスの向上に努めていきます。

もし、令和２年度の予算を家計簿に置き換えたとしたら…
（年収 500 万円とした場合の家計簿は・・・）
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年収（給与）

基本給

諸手当

親などからの
援助

貯金の取り崩し

銀行からの借金

パート収入ほか

公立学校情報機器購入事業 学校給食業務

万座毛周辺活性化施設設備事業

園芸産地機械整備事業

恩納漁港整備事業

恩納村沿岸海域環境保全事業

勢高排水路・2号線整備 あしびなー施設新設事業

人件費
職員の給料や議員等のへの報酬
物件費

85万円

130万円

53万円

26万円

279万円

47万円

199万円

60万円

879万円

500万円

397万円

103万円

251万円

45万円

12万円

113万円

921万円

光熱水費、消耗品、設備購入費など

※水道事業：不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

扶助費
高齢者など社会福祉のための費用
公債費
借入金の返済金
維持補修費、普通建設費、災害復旧費
道路や公共施設の建設・改修費用
繰出金
特別会計に支出する経費
補助費等、貸付金
各種団体への負担金・補助金
積立金
基金への積立金

種　　　　類 金　額

光熱水費

医療費・
教育費など

ローンの返済

家や車の
購入・改修

家族への仕送り

友人など
への援助

食費

貯金

種　　　　類 金　額

合　　　　計

内
　約

地方税
村民税や固定資産税などの税金
譲与税、交付金
地方譲与税や地方消費税交付金など
国県支出金、地方交付税
国や県から交付されるお金
繰入金
不足を補うため基金から取り崩すお金

財産収入、繰越金、分担金など
軍用地料、前年度繰越金、保育料など

地方債
村が国や金融機関から借り入れるお金
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